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BACARDI LIMITED




AsiaNet 48568
☆共JBN　外０３３１（産業、ラム酒）（１２・３・７）
【産業担当デスク殿】４８５６８
◎２００本限定のラム酒を発売　　１５０周年記念のバカルディ
【ハミルトン（バミューダ）７日PRN＝共同JBN】家族経営のスピリッツ・メーカーであるバカルディ（Bacardi Limited）は７日、バカルディによってラム酒製造の基準が達成されてからの１５０周年を記念して、バカルディ・ラム酒の１本１本に専門知識と職人気質を反映したこれまでで最も希少なラム酒を初めてリリースすると発表した。
この発表に関するマルチメディア資料は以下をクリック。
http://www.multivu.com/mnr/53405-bacardi-150th-anniversary-celebrates-art-of-rum-making-releases-rare-rum
（Photo: http://photos.prnewswire.com/prnh/20120307/MM61343）
これまでに前例のない全員で８人に上るすべてがバカルディ・ファミリーの「マエストロス・デ・ロン・バカルディ」（マスターブレンダー）は、持てる優れた才能を合わせ、特別で希少な限定品の「バカルディ・ラム－ロン・バカルディ（登録商標）、デ・マエストロス・デ・ロン、ビンテージ、MMXII」を造り上げた。最も洗練されたバカルディ・ラムのブレンドは、過去２０年間以上オーク樽に寝かされてきており、６０年物のオーク樽で完成され、このビンテージ・ブレンドは手吹きで作られたクリスタルのデカンタに納められる。
今回のすばらしいビンテージのラムの発売に際して採用された優れた手法は、マエストロ・デ・ロンの始祖であるドン・ファクンド・バカルディ・マッソ氏が１８６２年にサンティアゴデクーバで完成したものである。グローバル・マスターブレンダーのマニー・オリバー氏は「ドン・ファクンドは、ラム製造における工程と基準設定を導入し、バカルディ・スーペリアー・ラムというすべてのバカルディ・ラムで最もミックス可能なラム酒を創り出すことによってスピリッツの世界を一変した。これによって、現在ラム酒として知られる優れたクリアなラム酒が定義された」と語った。
プエルトリコ・マスターブレンダーであるジョー・ゴメス氏は「ドン・ファクンド・バカルディ氏もまた、ダークラムを造り出す際にこれと同じテクニックを用いた。こうした手順は、選び抜かれたマスターブレンダーによって１５代に渡って伝えられ、現在も優れたラム酒のバカルディ・ポートフォリオをつくるのに使われている」と述べた。
バカルディ会長でバカルディ家第５代のメンバーであるファクンド・L・バカルディ氏は「私の家族は毎日、１８６２年に高祖父でバカルディの創設者であるドン・ファクンド・バカルディ・マッソが創り出したのと同じ芸術的で優れた技法で蒸留しブレンドを続けることで、高祖父とバカルディの始祖であるドン・ファクンド・バカルディ・マッソの１５０年にわたる伝統を日々重んじてきた。バカルディ・ラムは世界で好まれる売れ筋のラム酒と言うだけではない。このラム酒は、味、品質、革新の点で世界中から４００以上もの賞を獲得している」と語った。
１８６２年以前のラム酒は、洗練されたワインやコニャックを飲んでいた新興のキューバ中産階級の口には荒削りできつく、口に合わないものだった。ドン・ファクンド・バカルディ氏は当時最高のコニャックに匹敵する、より洗練されたスピリッツを創り始めた。
彼は何年にもわたる試行錯誤の後、以下の７項目にわたるラム酒造りの基準を初めて開発した。
１）優れた材料：バカルディのテースト・プロファイルに決定的な高品質のさとうきび糖液のみを使用する。
２）特別なイースト菌で発酵を制御：彼は（バカルディ・レバドゥラとして知られる）特別なイースト菌を選び出し、毎回発酵と香りに一貫性を持たせるよう制御した。この同じ独自のイースト菌が現在でも使用されている。発酵の間に、イースト菌は糖液内の糖分をアルコールにする。バカルディ・イーストがなければバカルディ独自の味は再現できない。
３）平行蒸留：彼はバカルディ・ラムのしっかりした味を形成する濃いラム・スピリットと、バカルディの他と違ったスムースなのどごしを与える薄いラム・スピリットという２つの異なる蒸留液を蒸留する並行処理モデルを使用した。
４）木炭による濾過：彼は精製と味を整えてバカルディ・ラムの１本ずつを一貫したものにするため、何度も木炭で濾過した。この処理で正確な自然木の木炭の調合やその適用の仕方は、バカルディ・マスターブレンダーの秘密である。
５）目的を持った熟成：彼は、スムースな味わいと特別な香りを出すため、自分で選んであぶりを施した米国産ホワイトオーク樽の中でラムを熟成した。
６）２回目の濾過：彼は最適な一貫性とスムースさを出すため、熟成したラム酒の多くを再び木炭で濾過した。
７）ブレンディング：彼は自分のラム酒をバカルディ・ラムの独自性と味に合うようブレンドするにあたり、ブレンドを芸術の域にまで高めた。
▽バカルディ家の誇り：ロン・バカルディ、デ・マエストロス・デ・ロン、ビンテージ、MMXII

バカルディ家マスターブレンダーで創設者の玄孫にあたるマヌエル・ホルヘ・クティヤス氏は「創設１５０周年のためバカルディで最も経験のあるマスターブレンダーを集め、ユニークなラム酒を造り上げた。われわれは最高のビンテージ・ラムからも、また過去２０年からも、これまでになかったようなバカルディ・ラム・ブレンドを作るため力を結集した」と語った。クティヤス氏はバカルディ会長を務めたこともある。
バカルディ家マスターブレンダーのギレルモ・ガルシア・レイ氏は「われわれは、古いラムの信じられないようなストックを使って仕事をするという機会に恵まれた。われわれは木の香りとフルーツのような味を追求した。われわれは、すばらしいラム酒を生み出すバランスと平衡を追求した。このラム酒が持つ香りの深さとキャラクターは信じられないくらいユニークである」と述べている。
バカルディ家マスターブレンダーのエミリオ・バカルディ・ブラボ氏は「このラム酒がどうあるべきについて考えがあったし、他のマスターブレンダーもそうだった。そこでわれわれは、われわれすべてにとってよしとする一種類のバカルディ・ラムになるよう努めた。またわれわれにとって良いものは、誰にとっても良いと考えた」と指摘している。
バカルディ家マスターブレンダーのホアキン・バカルディ・ボリバール氏は「この家族の一員であることを誇りに思っており、成し遂げたことを誇りに思っている。キューバを離れて以来、それしか知らないし、それ以外にやったことはない。それはラム酒造りである。１５０周年にあたってラム酒を造るためにここにいられることを誇りに思うし、名誉なことである」と語った。
バカルディ家マスターブレンダーのホルヘ・デル・ロサール・コバーニ氏は「友情、結束、共に笑う、仲間たち、と信じられないくらい、いつでもこんな具合だ。ここにいるのは古くからの友人、家族、従兄弟たちだ。とてもすばらしい機会だった」と述べた。
▽ユニークな味わい
バカルディMMXIIビンテージは柔らかな風味を持つ、極めて香りの良い、フルボディで芳醇なラム酒である。このラム酒は、トロピカルフルーツと甘い花の香りが鼻中にいっぱいに広がり、やさしいバニラの香りとスムースなオークの特徴でバランスを取っている。人を引きつける芳香の特徴は、甘いカリブ海産の蜂蜜と良い香りのフルーツの特徴によって強調され、スムースなオークの香りを基調として長く続く楽しい後味へと導いてくれる。バカルディMMXIIビンテージは４３％ABV / 86プルーフである。
バカルディ家マスターブレンダーのトーテン・コマス・バカルディ氏は「われわれは自分たちの望む味わいを創り出した。これらは樽に収められていたこれまで最高のビンテージものと違ったものになっている」と語った。
バカルディ家マスターブレンダーのファクンド・バカルディ・ブラボ氏は「われわれは、ドン・ファクンドと何代にもわたるブレンダーをしのび、祝福するとともに、その伝統を引き継いでいくことに役立つひとつのバカルディ・ラムを創り出すため、われわれのすべての経験を精一杯注ぎ込んだ」と述べた。
▽未来への種子
手吹きのクリスタルデカンタは、ドン・ファクンドの息子が１５０年前、サンティアゴデクーバの最初のバカルディ蒸留所入り口に植えたココヤシを形取っている。「エルココ」として知られるこのココヤシは、バカルディ家の歴史とキューバ・ルーツのシンボルになっている。このデカンタは次の１５０年への精神の種子を体現している。
▽座標
クリスタルデカンタの手で付けられた赤いクリスタルのコウモリの隣には、サンティアゴデクーバのバカルディ・ラム誕生地の座標が「20 01 48.69N  075 49 56.86W」と刻まれている。これは最初のバカルディ蒸留所の位置で、創設者の息子が最初の「エルココ」を植えた地であり、バカルディの物語が１５０年前に始まった場所である。デカンタにはまた、「エルココ」のオリジナルな故郷でバカルディ家の古里であるカリブ海地域を示す地図が載っている。
▽購入
手吹きの５００ミリリットルのクリスタルデカンタは、精巧に作られたレザーのケースに収められ、小売価格は２０００米ドルである。限定品としてわずか２００本が特定の国際空港関税免除店舗や世界の大手小売店で販売される。
▽１５０年にわたる優れたラム酒製造
バカルディ・マエストロス・デ・ロンの技術の背景を知るには、世界の視聴者はナショナル・ジオグラフィック・チャンネルの「究極のファクトリーズ」を見ることによって、バカルディ・ラムの希少なビンテージが造られるところを見ることができる。この番組に参加したバカルディ家マスターブレンダーのマリオ・ポルトゥオンド氏は「秘密の処方を知っているごくわずかの人の仲間入りをするのはどうだろう。その一人であるのが誇らしいし、ちょっと優越感がある」と語っている。
これは、オリジナル・バカルディ・キューバ・リブレと本物のバカルディモヒートを含む最高のカクテルを味わえる場所を見られるチャンスである。この番組はそれぞれ以下の国で視聴できる。カナダ３月１７日、イタリア３月１８日、オーストラリアとニュージーランド３月２７日、英国、南米３月２９日、東南アジア４月５日、スペイン、ポルトガル５月２８日、ノルウェー、スウェーデン、フィンランド、ベルギー、オランダ、ルクセンブルク、ハンガリー５月３１日、トルコ６月１日、ロシア、バルト諸国、ルーマニア、ギリシャ、フランス６月５日、ドイツ６月２１日。
バカルディとその先駆的な伝統、バカルディ・ラムのすべてにシグネチャーが付いている理由、バカルディがキューバ初の多国籍企業になった方法などの詳細は以下のサイトの１５０周年記念セクションを参照。
http://www.BacardiLimited.com/150
メディアはバカルディ１５０周年記念行事の情報を受け取り、ロゴ、写真、宣伝、ビデオ、オーディオファイル、ニュースリリース、インタビュー、タイムラインなどを受け取るため以下のサイトに登録できる。http://www.BacardiMediaCentre.com
▽バカルディ（Bacardi Limited）について
バカルディは世界最大手の非上場スピリッツ・メーカーであり、国際的に知られたスピリッツとワインを製造、販売している。バカルディのブランド・ポートフォリオは、２００のブランドとラベルで構成され、世界で好まれよく知られた製品をそろえている。その中には世界で最も好まれ多数の受賞歴を持つバカルディ（BACARDI、登録商標）ラム、最高級ウオツカの世界リーダーであるグレイグース（GREY GOOSE、登録商標）、米国で最も売れ筋のブレンド・スコッチウィスキーであるデュワーズ（DEWAR’S、登録商標）、世界でトップ評価を受け急速に伸びている最高級ジンのボンベイ・サファイア（BOMBAY SAPPHIRE、登録商標）、ベルモットの世界リーダーであるベルモットとスパークリングワインのマルティーニ（MARTINI、登録商標）、メキシコ最高級の１００％ブルーアガヴェのテキーラで、米国で最も売れているテキーラのカサドレス（CAZADORES、登録商標）、世界で急速に伸びているウオツカであるエリストフ（ERISTOFF、登録商標）ウオツカ、その他有力で伸び盛りのブランドが含まれている。
バカルディは１８６２年２月４日にキューバのサンティアゴデクーバで設立され、過去７世代にわたり家族が所有している。バカルディは６０００人近くを雇用し、４大陸の１６市場にある２７施設でブランドを製造し、世界１５０カ国以上で販売している。バカルディはバカルディ・インターナショナル（Bacardi International Limited）を含むバカルディ企業グループ。http://www.BacardiLimited.comを参照。
（了）
▽問い合わせ先
Amy Federman

+1-441-294-1110

afederman@bacardi.com
Patricia M. Neal

+1-441-294-1110

